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          諏訪清陵高等学校 
                  ＜新規開発 理数に重点＞ 

３年 

２年 

一般コース 
 
現行理系課程 

特別コース(40 人) 
「ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽ」(2 時間) 
 連携、実験・実習 
 課題探究専用 

理 
系 
教 
育 
課 
程 １年 

後期 全 員 「ときめきサイエンス」 
（数学１時間、理科５時間 増設） 

                    
 
 

 
クラブ 講 座 ｾﾞﾐﾅｰﾙ  (財)清陵高校理科振興基金  

 
休日・長期休業 講 習 

 
 
 

我が国の科学技術を担う優れた人材 

 

長野県諏訪清陵高等学校スーパーサイエンスハイスクールの構想 

大学・先端企業 
 
 
理 
 

系 

講 座 ｾﾞﾐﾅｰﾙ 
    ↓ 
 講義／実験・実習

   課題探究 
 

教科研究会 
進 路 相 談 

 
 
 
授 

 
業 

 
等  

全

体 

 
 

ＣＡＴＶで地域に発信 
授業評価、シラバス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

信 州 大 学 
諏訪東京理科大学 
セイコーエプソン 

○○大学、△△大学､・・・ 
 ・・・、・・・ 

ｻｲｴﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
出 向 実 験 室 
授 業 体 験 
研 究 室 訪 問 

○ 同窓生に多数の 
研究者，技術者 

大

学

・

先

端

企

業

と

の

緊

密

な

連

携 
理数のおも

しろさ・楽し

さの実体験 

○知的探究心の

喚起 

○独創性・創造

性の育成 

学校評議員 

【研究開発課題】 
理科・数学のおもしろさ、楽しさの実

体験を通して知的探究心を伸ばし、こ

れからの我が国の科学技術を担う独

創性・創造性に秀でた人材を育成する

ための大学・先端企業との連携方法お

よび教育課程の研究開発 

○学習の動機付

け 清陵ｻｲｴﾝｽﾌｫｰﾗﾑ 21
～未来をひらく知の誘い～ 



 
 

場所 区　分（名称） 時　　間 内　　　容 回　　数 　対象者

清陵ｻｲｴﾝｽﾌｫｰﾗﾑ21 特別に設定 ・講演、何人かの連続講演、パネルディスカッショ ９０分程度 全校

～未来をひらく知の誘い～ 　シンポジウム等様々な形態 年間６回位

・毎回変化に富んだ魅力的なテーマを設定

・講師と生徒の交流も重視

・地元にも公開、発信。地元ＣＶＴＶで放映。

講　　座 授業時 講義が基本 １時間 ｏｒ
２時間

専門分野
の選択者

・ある程度の専門分野・内容 ×(数　回)

ゼミナール 授業時 ・若手の研究者、大学院、学部生が担当。 １時間 ｏｒ
２時間

専門分野
の選択者

放課後 ×(数　回) 少人数

クラブも含
む

講　　習 土曜日 ・若手の研究者、大学院生、学部生が担当。 １時間 ｏｒ
２時間

専門分野
の選択者

長期休業中
・補習授業において、研究者の立場から演習問
題の解説、背景等の説明。

×(数　回)
少人数

・自分の研究内容、研究生活、生徒へのアドバ
イス等も。

高学年

進路相談 適宜 ・生徒の進路選択に関する助言、情報提供など 適宜 生徒

教科研究会 適宜
・教科指導などに関する教員との研究会。指導・
助言をいただく。

適宜 教員

サイエンスプログラム 土曜日 少人数

長期休業中
１年生から

可能

出向実験室 授業日
専門分野
の選択者

土曜日 少人数

長期休業中
クラブも含

む

研究室訪問 授業日
専門分野
の選択者

土曜日 少人数

長期休業中

授業体験 授業日 ・大学の授業を聴講 少人数

大学・企
業の計画

ある期間
に集中し

て

大
学
・
企
業

・研究室（特に若手研究者、大学院、学部生）の
活動に参加。実習に同行したり、ゼミの聴講等を
とおして、研究の現場を体験する。ある程度の期
間継続的に参加する。

大学・企業との連携方法

・高校の教科内容に係る実験、実習を、研究者
から指導を受けながら、大学や企業の設備を利
用して行なう。

・生徒の演習あるいは課題研究などを指導。自
分の研究内容、研究生活、生徒へのアドバイス
等も。

・高校の教科内容の周辺・発展及び関連する大
学以上の内容

・個人的な研究内容（含研究歴、研究生活等）

高
等
学
校

・理科，数学に関連する内容や大学、企業で行
なわれている研究の一端を、研究者から直接指
導を受け、実験、実習をとおして学ぶ。学部公開
等の一般的な企画に参加することも含む。


